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匡フアレン醐］

　’電子計算機と法に関する邦文文献目録（海　　　　山本評論社’1969・261P

外よりの問合せ）　　　　　　　　　　　　　　はしがき（ハンス・ソミ」デ碧海純一

　〔回答〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳）機械による正義（ジョー一tfフ・界ペン’

　機械検索のためのプpジェクト．た関するも　　　　ダラー　野村好弘訳）サイバネティクス．

のは含めたが，計量法律学のうち，裁判の行　　　　≒ソヴィエト科学／（ジャンギル・A・ケリ．

．動分析・予測や法と記号理論など電子計算機．　　モフ　碧海純「訳）り一ガル・リサーヂ

の法め分野への応用のための基礎理論に関す　　　　の利器としてのコンピューター（Vイリ

るものは除いた。これらについては，伊大知　　　　・アム・エルドリッジ　サリー・デニス　淡

良太郎・水田　洋・藤川正信編「社会科学ド　　　　路剛久訳）裁判官の態度と投票行動一連

キュメンテTション」（丸善株式会社、』1968年　　　　邦最高裁判所1961年開廷期（グレン〆ドン

．刊）ρ付録に掲載されている「計量法律学に　　　　・シューバート　早川武夫訳）判決分析

関する文献リスト」（戸村和夫氏作成）を参考　　　　における連立方程式とプール代数（フレtt

にされたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　ッド・コート　竹内保雄訳）司法過程の

　Baade，　Hans　W．（バーデ）編　ジュリメ　　　数量三分三一実際的・理論的応用の若干

　　　トリックス　早川武夫・碧海純一旧訳　　　　．例（シドニー・アルマー　米倉「明訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　20　一一　’



　　法学と行動科学（ウォルター・バーンズ

　　中元紘＝郎訳）あとがき　文献解題（A

　　ユ21－5）

早川武夫　アメリカにおける法学と電子計算

　機一特にinformation　retrieval’につい

　．て一ジュリスト　328号（’65・8・15）Ip31

　－39

稲子恒夫　サイバネティックスと法律　法律

　時報　36巻5号（’64－5）P31～36

　　ソ連ケリモフの論文「サイバネチックス

　　と法」の要約

：同・サイバネティクスと裁判　（戒能通孝博

　士還暦記念論文集　日本の裁判　日本評論

　社　1968年刊所収）　P389～411

　　サイバネティクスと法，事実認定と機

　　械，法の適用と機械，計量法学につい

　　て，結び

Mermin，　S．（マーミン；サミュエル）法とコ

　ンピューター　早川武夫訳　アメリカ法

　1969－1（’69－9）　Pl－12

　　1968年11，月30目，大阪証券会館において

　　行なわれた講演の翻訳

宮原守男　法律家とコンピュータ　自由と正

　義　21巻1号（，70－1）P30～33

　　はじめに，弁護士とコンピューター，判

　　例検索，裁判の予測

同　交通事故訴訟における慰謝料の分析一法

　学への電子計算機の応用の試みく研究報

告〉私法3，1号ぐ69－10）．P129～133

同　裁判の予測と計量法律学一交通事故訴訟

　における慰謝料の数量化理論1類モデル分

　析について　科学基礎論研究　9巻1号
　（’68－8）　P　33　n一　38

同　裁判の予測とコンピューター経験法学か

　らみた裁判過程　自由と正義　19巻8号

”（’68－8）　PIN22

　　はじめに，裁判の予測と法学の歴史，法

　　の機能的考察一裁判予測のための準備作
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　　業，計量法律学の方法，交通事故におけ

　　る死亡による慰謝料についての裁判予測

　　一数量化理論1類の応用例

能勢弘之　コンピューターによる判決の分析

　と予測一特にReed　C．　Lawlorの方法につ’

　いて　北大法学論集　！5巻3号（’65－2ンP

．　101　一一　124

同／司法上の決定とコミニケーションー交通

　事故に基づく業務上過失致死傷事件に対す

　る略式手続の合理化のために　北大法学論

　集15巻1列目’64－9）P119～1ら4

太田知行電子計算機と裁判　（法とは何か

　一法と現代文明）　ジュリスト増刊（基礎

　法学シリーズ）1号（i69－10）p195～199一’

　　はしがき，訴訟遅延の原因分析およびそ

　　の改善策の有効性テストの手段としての，

　　電子計算機

同　条文・判例検索の諸技術　く世界の法社

　会学〉　法律時報　41巻4号（’69－4）P72

　．一　80

　　はじめに，合衆国における諸検索技術の

　　目標，検：索の諸技術，わが国への応用可

　　能性

高梨公之　司法とコンピュータ』　時の法令

704号（’70．．2．！3）P’！9～23

　　裁判と電子計算機，司法統計≧コンピュ

　　ーター，前歴の調査と速記のほん訳，法

　　令の記憶と判例，学説の提供，判決予測

　　とコンピュ」一軒ー

東北大学法学・情報科学研究会（鈴木禄弥・

　鈴木ハツヨ他）　電子計算機による棉緯問

　題の処理一法学に関する情報処理学的考桑

　1一（第1～5回・完）ジュリスト“397

　号（，68．5．15），pI48～155，401号（，68．

　7．1）P145～151，403号（，68．8．1）p

　152～159，405号（，68．9．t－1）P120～127ジ

497号（’68・10・1）P14q714字

　　はしがき～本「処理」の全般的概要，’相

　　　　　　　　　　　’



　　続人の決定，人力情報の読込み，’入力情

　　報の誤り検出，本来的相続分額の算：出，

　　具体的相続分額の算出，相続債務の負担

　　額の算出，遺留分減殺額の算出，処理結

　　果の出力，本「処理」プ『グラムによQ，

　　処理手続，考察，むすび’

戸村和夫　判例検索ゐ可能性二三に漢字生起

　ひん度分析を中心に　（第4回ドキiメン

　テーシゴン研究発表論文集　日本科学技術

　情報センター　1967年刊　所収）P47～53

同　法律予報の電子計算機利用と方法についい

　て、びぷろす　19巻7号（’68－7）’P1～20

　　はPめに・懸船勃提曝裡法律
　　学の領域，法律陪報に対する科『学の要

　　請，法律情報㊧検索方法；蓄積e．検索手

　　段，法律用語の諸問題，結論付漢字生起

　　頻度排列表

同法と機械検索　（第1回ドキュメンテー

　ション研究会予稿集　日本科学技術清報セ

　≧ター　1964年刊所収）P113～121、　tt

同　計量法律学ゐ動向　（社会科学ドキュメ

　ンテrションーその情報性と利用　丸善株

　式会社　！968年刊・所収）P242～260’

　　はじめに，計量法律学の概観，、裁判決定

　　の行動分析・予測，法と記号論理，法律

　．文献の機械検索，代表的研究機関一覧

（座談会）電子計算機の利用と学問’我妻

　栄，、竹内昭夫，太用知行ほか3名　ジュリ

　スト328号（’65．’8．15）P10～30

　法律学での利用一ジュリメ，トリックス，

　裁判に利用できるか・条文の検索・論文

　　・判例の検：索等

（座談会）電算機と法律学　鈴木禄弥，林修，

野村好弘，淡路剛久　ジュリスト413号
　（，69．　1．　1）　p157－172

　　ほじ，めに，法律文献の検索，判決の予

　　測）’おわりに

（座談会）裁判どコンピュータ　小尾敏一ほ

’か12名　自由と正i義　21巻1号（’70－！）

　P9－29

　　法曹会では研究段階，出ンピュ一壷が裁

　　判をする？誰がコンピュ「ターに権威を

　　与えるか，簡単な「事実認定」はコンビ

　　三一一タでも，“量的な裁判”を可能にす

　　るt）三十年後の裁判の姿，弁護士は何を

　　するのか，難件しか裁判にのこらない，

　　情報生業としての弁護士，“コンビュー

　　ターの抜け穴”を狙う，最重要なものだ

　　けを“人間弁護士”が

裁判とコンピューター“裁判所の場合は”

　編集委員会　自由と正義　2！巻1号（’70－

　1）　P34・一37

　スピードアップした司法統計，小さなコン

　ビュータの部屋，前歴カード・速記・判例

　検索・コンピュータはまだ第一歩だ。

〔追記〕（38頁よりつづく5

大阪で明治7年刊行した松田正助綿のr蘇』

新刻書目一覧』を校正中に見るこるごとが出

来た。凡例は明治7年10，月の記庵あるが，11

月官許を得て刊行した、ものであ．り，半紙温和’

綴，本文30丁である。

・本文の編成は，京都版と同◎く官庁と犀問

に分け，’民問はそれぞ痴の主題のあちい分類

となっている。1 ､ち後部に頼山陽先生墨帖目

録，篠崎小竹先生遺墨帖，巻菱湖先生法帖の

必需がある。官庁刊行物は，中央官庁が1点

もなく，地方官庁と見られる「大阪府蔵板」

11点，「学校蔵板」（含大阪府学校用）18点

がある。本文の総点i数は453点である。その

あと，東京版，・京都版と同様に164名の「大

阪府管下書：林姓名記」が列記してある。
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